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PeniCillium
，
　eXPansum に關す る研究 （第 1報）

合 成培養基 に於 ける繁殖 並 に L・Mannit 生 産 に 就 て

山 川 忠 善 ・ 岩 崎 泰 ＝：

（日本 醸 酵工 業株式 會頻土研 究室 ）

（1） 緒 言

　Mannit は PROUST 氏發見以來醫藥界 に綏下劑 ， 糖尿病の 甘味劑 として 一部の役割を果 して

來た の で ある が，
こ れ等は D・mannit にし て

，
　 L・mannit に於 て は 近時更に醫藥方面に その利用

價値が 認識 され ， 特 殊の鎭痛藥 として釜 々 重要なる地 位を占めん としつ つ ある．

　細菌にょ る D ・mannit 生産に 關す る報 告は種 々 見 られ るが L−mannit 生塵 に 關す る報文はth　b
な い 様で あ る，　 都田氏 等は バ ト リン 製造 中に Penieitliu・m

，
　e／Vfansum が Lmamit を生産 す る こ

とを發見 し之が鎭痛作用ある もの と報告 して ゐ る． （謎， L 珥 annit に就て は 東京大學に て 元素

、分析 に て確 む）．

　筆者等 も L 孤 annit 生産 に つ い て 檢討嵐ん として 以 下の 實驗を行 つ て報告せ ん とす る もの で あ

る．

　工 業的に細菌を増養し て Mannit を製造せ ん とす る際に その培養方式が結果に殆 ど決定的な

る影響 を有 す る こ とは 勿論で あ るが ， 菌の繁殖或は Mannit 生産の 基質た る培養液の 組成分の

遖否が それ に劣 らす結果 に著 しい影響を有 する で あ らうこ とは容易に考 へ られ る處で ある．筆者

等は 此 の 點 に關し て 詳細に檢討 せ ん と して 研究を進め つ つ あ る の で ， 茲に その一部を報告 する こ

と とした．

（D 　賣　驗　方　法

　各種供試培養液100cc宛を500cc容三 角 フ ラ ス コ に入れ常法の 如 く 3 回蒸氣殺菌後種菌を接種す．

接種 に は 100ccの 無菌水に あ らか じめ 用意 せ る斜面寒天培養よ り10白金耳の Spore を懸濁せ る も

の を各 1cc宛用ひアこ培養は 24℃の 恒渥室申で 行ひ ， 發育駅態並 に Mannit 生産厭態 ，
　 pH ， 殘糖

分 ， 菌｛鐙量等 を測定 した．尚供試菌極は都田氏 よ り分讓 して戴 い た もの で ある．帥ち Pen
，
　 exp ・

ansttm を用ひた．

　　 1．表　　示 　　法

　a ．菌糸發育爿夫態

○全然發育 しな い もの 一菌糸を認め 得 る程度 ・＋ 菌糸の 發育緬 の 4・ば に逹す る程度 描

糸 の 發育培養液の 全面 を覆ふ 程度　冊菌糸緲 伏に隆起 する を見 る程度 柮特 に發育旺盛な もの．

　b．Mannit 生産状態

　醋酸鉛に て除蛋白し ，
エ P ・・テ ル に て 有機酸を除去 せ る もの を常法 にて定量 しmg にて あ らわす．

c ．残 糖 分

　醋酸鉛に て除蛋 白せ る濾液に つ い て ペ ル ナ ラ ン 氏法 に よ b定量 しg％ に て あらわす，
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d．菌 體 量

培養後菌體を冷水 に て 2〜 3回洗滌せ る もの を壓搾秤量した ．

（皿） 實 驗 結 果

　　1．CZAPEK 氏増養液使用 の 場合

　1L の 蒸溜水に對 して Glucose　309 （蔗糖の 代用），
　 NaNo339 ，　KH2Po419 ，　Mg 　So47HL ・

OD59　KCI　O・59，　Fe　SOt　O．019
， を加へ た、此 の 培養液の pH は 5．4で あ る．培養液 を500cc容三

角 フ ラ ス コ に 各 々 100cc宛分取 し， 常法に よ り3回殺菌後 ， 龝菌を移植 し培養 して 各種測定 を行な

つ た結果は第 1表の如 くで ある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第　　　1　　 表
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4，4 0．08
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註．4H 迄 の 分 析 は 菌體が 少量 の た め 行 は な か つ た．伺 濾液 申の Mannit 量 は 最 後 に の み 行つ た．

　第 1表 の結果 よ b考察す る に菌の繁殖は他 に比 して 最初は 非常に良好の樣で ある けれ共 10日以

後は 著 し く蓑退せ る も の の 如 し ， こ れ培養液中の榮養源 が缺乏 せ る もの の 如 し． 徇 Mannit が

菌の衰退 と共 1二減少せ る は 濾液中に移行す る か 自巳稍化 に依 b稍費 さ れ たか は今後の檢討 を要す

る もの と考 へ られ る．

　　2．CZAPEK 氏培養液 に麥芽 エ キ ス 10％添加の 場合

　麥芽汁の 調製は lkg の 破碎 した麥芽 に 5〜 6L の 水を加へ 徐 々 i二力II褞 し60〜 63℃ に於て 糖化作用

を營 ましめ ， 沃度沃度加里液に て藍色を呈 せ ざ る程度に て 止 め ， 煮沸 し冷却後濾過 せ るもの を使

用， 培養液の pH は 5．6糖濃度は 14％ で其 の他榮養源の 添加量は前回同様で あ る．實驗結果は 第

2表の 如 くで ある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 第　　　2　　 表
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・
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考察．第 1表 に 比 して菌體量は非常に 多 しその 中に含有され る Mannit 量 も第 1 表 よ b多い

こ とは Czapek 氏培養基に Malt エ キ ス 10％添加せ る もの が遙か に優良なる こ とが了解 され る．

　　3i　 CzaPEK 氏増養液 に有機 N源 及び Biose と して蛹汁 エ キ ス 10％ 添 加の 場合

　蛹汁の 調製は 1kg の脆脂蛹 に 10」の 水 を加へ
， 30Min 蒸煮濾過せ る ものを使 flj， 培養液の pH

は 5．4で ある． 此 の培養液は有機態N 源及び Biose を補給 せ る の み iこて其の他の 榮養源 は實驗 1

に 同じ， 實驗結果 は第 3表の如 くで ある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　3　　 表
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發
．
育非常 に 〕竃好

發育停止 の 如し

　第 3表 よ り考察す る に菌の 繁殖歌態は 他に 比 し て 非常に良好 で あ る． こ れは有機態N を補助榮

養源 とし て 添加 せ るた めの 樣 で あ る． 然 し乍 ら Mannit 含有量が第 2 表 よ b も劣 つ て ゐ る．之
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ノ

は Mannit の 生成量は Org ，
’
　N よ，りも， 糖濃度 或は Warze 　 Ii．l　 Bioseが Vitamin　B　Conplex

に 支配 され る こ とを暗示 す る と考 へ られ る．

　　4．Czapek 氏液に蛹汁 エ キ ス 10％ ，
　 Mannit エ キ ス 10％添力「1の場合

　實驗 2 に於て 判明 せ る如 く， 補糖 に よ つ て Mannit 生産が 上 昇す る と鼓 ふ こ とは畢竟他の糖

類 よ b誘導せ られ し もの との 理 念に基 き實驗せ る もの に て 有機N源 及び Biose 源 と して 蛹汁を

添 加せ る もの ， 此 の増養液の 綱Ut　pH は 5．5で實驗結果は第 4表の如 くで あ る．

第 4 表
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　第 4表 よ り考察す る に ， 外面 的な る菌の繁殖は 餘 り良好 の様で は な い けれ共 ， 結果に 於て は ，

菌體 Mannit 量 とも他 の實驗 に 比 して 良好の 様で あ る．こ の 堀養基の特 色は 21日閤培養せ る も

澹液中に Mannit が 移出さ ivざる と云 ふ こ とは 畢竟培養基 中に 生 育に必 要な る榮養素が充分に

存す る ちの と考へ られ る？
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　以上 4實驗 に就て述 べ たが ，
凸 ’8翻 〜漁

，
eXICtPl・su”1 の Mannit 生産は夫 々 の培養條件 t：よ bか

な bの 差異の あ る こ とは判 明せ る處で あ b ，
PeniCiUiam

，
　 expansum の最適培養條件を決 定 し， 之 に

つ い て 比較すべ きで は ある が ， 今實驗 に於ては便宜上以 上の培養條件 に就て比 較撰擇 を行 つ た．

樹培養 4 日迄 の分析は菌體少量の た め い つ れ も行はす濾液中の Mannit 量は 最後に の み行 つ た．

　　　　　　　　　　　　　　　　（N ） 總　　　　 括

　1．Pen
，
　ex

’
pα nstLm の繁殖並 に LMann 量t 生産の 良好なる培養基は CZAPEK 液に蛹汁 10％麥芽

汁ユ0％添加の もの で あ る．

　2．培養基中の糖濃度が Mannit 生 産に相當影響する如 く考察され る．

　3．培養基中に 一Pen，　empanrum の 生育 に必要なる榮養素が缺乏せ る 場合 には菌體中の Mamit

が濾液中に移出す る如 く考 へ られ る．

　4．糖濃度高 き もの程 Mamit 生薩 多し， これ畢竟 Mannit は 他の糖類 より誘導せ られて 生

成 され る もの と考へ られ る ，

　 rs　b に臨 み終始 御指導を戴 い た橋谷沚長 高田研究課長 に封し深甚の 謝意を表 し ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　 參　考　交 融

D 　武居 ： 炭水 化物化學．　　 2） 治灣醗酵研 究曾編 ： 醸酵工 業便覽，

絲状菌類の Diastase組成 に關す る研 究 （第 7報）

Asp．　Cinnamomems　SHIEMANN の 7−Amylase 及 び

　　　耐酸性 α一Amylaseに就 て

北 原 覺 雄 ， 久留 島逋 俊 ， 阿 部 卓 二

　　　　 （京 大 食 糧 科 學研 究所 ）

　前報 η に於て 黒麹菌類及 び同系統の 諸菌種の綜合椿化曲線を bketした所 ，　 Asp．僻 6  幅 瑯 ，　 A．

伽 弼 肥 翩 螂 及び A ．　atrex ・urPtsreces の 3龝が ，

一般糸歌菌類 と著 し く異 つ た酵素組成 を持 つ
“ Asp．

α w α7nori 　 sp ．
”
　と類似の 曲線を示 す こ とを見た の で 之 等を Carbonarius 群 として他群 と蹕別す

る こ とを提唱 したの で あるが ， 果 して 之等 の菌種が ヂア ス ク卩ゼ 組威 に於て も類似す る か否か は

綜合穃化曲線か ら直 ちに判定する こ とは出來ない ．本報に於て は こ の 點を明か に す る目的で 行つ

た實驗結果を記載する．

1　γ
一Amylase の 存否に眈て

　上 記 3 種 の菌 を以 て 常法 に よ り麩麹 を調製 し， そ の 1g を5cc の 1％食鹽水 を以 て 37℃ に 25 時間

保持抽出した酵素原浪及び こ れ を γ
・Amylase の 單離條件た る pH ＝ 7．5

，
60℃

，
15分 の前處理 を

行 つ た處理酵素液に就て 夫 々 の酵素力を測定．した ．

　　　　　　　　　　　　　 第 1 表 　γ・Amylase 存否の判別

　　　　友贖液の 組成 ：

　　　 （1） 2％ 可溶性澱粉液25  十 m ／5醋酸緩衝液（pH ＝5．0）5cc十 原酵素液 1α7cc水 9．3CG

　　　（2）　　　　〃　　　　　 ＋　　　　〃　　　　　　　　 ＋ 處理酵素液20cc（原酵素液量 に遡鷹）
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